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主論文 

Prevalence and relatedness of mcr-1-mediated colistin-resistant Escherichia coli isolated from 

livestock and farmers in Japan 

 

日本の家畜と畜産農家から分離した mcr-1 によるコリスチン耐性大腸菌の分布状況と関

連性について 

 

 Akiyo Nakano, Ryuichi Nakano, Ryuji Nishisouzu, Yuki Suzuki, Saori Horiuchi, 

Takane Kikuchi-Ueda, Tsuneyuki Ubagai, Yasuo Ono, Hisakazu Yano 

Frontiers in Microbiology 2021 Apr 26;12:664931. 



論文審査の要旨 

 

抗菌薬であるコリスチンはヒトや家畜の感染症治療薬や、家畜の飼料添加物として

使用されてきた。コリスチンは多剤耐性グラム陰性桿菌感染症に対する最後の砦として

使用される重要な抗菌薬であり、この薬剤に対する耐性菌出現は大きな問題となる。本

研究は、家畜とその飼育者である畜産農家の糞便を収集し、コリスチン耐性遺伝子 mcr

を保有する大腸菌の分布状況とその特徴を調査し、関連性を明らかにすることを目的と

した。その結果、家畜 295 頭（牛 202 頭と豚 93 頭）、畜産農家 62 名のうち、家畜 25 頭

（牛 6 頭と豚 19 頭）と畜産農家 3 名（牛農家 2 名と豚農家 1 名）から mcr-1 保有大腸菌

を分離し、それぞれ分離頻度は 8.47％と 4.84％であった。3 株は低頻度であるが接合伝

達能を認めたことから、プラスミド上に mcr-1 遺伝子が存在し、同じ菌種間、さらには

他菌種間でこの耐性遺伝子を授受していると推測された。各農場でプラスミドやゲノム

のタイピングで同じ株が存在したことから、農場内の家畜と畜産農家の間で、菌株が授

受されている可能性が示唆された。mcr-1 保有大腸菌における家畜とヒトとの関連性は

これまでの報告で明らかではないが、家畜と毎日密に接する畜産農家と家畜との関連性

が今回の研究で初めて明らかになった。 

公聴会では、mcr-1 を保有することのデメリットなどについて質問があったが、カル

バペネム耐性菌が mcr-1 を保有した場合、感染症治療薬の選択肢がなくなるなど説明し

た。また、豚の方が保有率が高い点についての質問には牛と豚の飼育環境の違いなど、

分かりやすく回答した。以上より、本研究は薬剤耐性菌の新しい動態を報告したもので、

本領域のさらなる発展に寄与するものと評価される。公聴会における質疑も適切であり

参考論文と合わせて学位を授与するに相応しい研究と考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに微生物学の進歩に寄与すると

ころが大きいと認める。 
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